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目的 

夜間における歩行者の交通事故防止に効果の高い反射材用品の普及啓

発を推進することにより、反射材用品の着用が県民全体に広がり、夜間の

歩行者事故防止を徹底するとともに、県民の交通ルールや交通マナーを遵

守する交通安全意識の高揚を図ることを目的とする。  

期間 

年間随時 

運動重点 

１  歩行者・自転車利用者の反射材用品の積極的な着用の推進 

２  反射材用品の着用効果と着用促進のための広報活動の推進 

３  反射材用品の継続的な着用促進のための普及啓発の推進 

運動の進め方 

運動を効果的に推進するため、「青森県反射材大作戦」の推進に取組む

とともに、関係機関・団体及び市町村交通安全対策協議会等は、地域の関

係機関・団体等との連携を密にして、各種対策を積極的に実施するものと

する。 
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 夜間、車から歩行者が見える距離は、着ている衣服の色によって異な

り、車のヘッドライトを下向きにしたときには、一般に黒っぽい服で約

26m、白などの明るい服で約 38m とされています。 

 これに対して、反射材を身につけていた場合は、約 57m 以上の視認性

が確保されています。 

 反射材非着用の場合と比べ、格段に安全性が向上します。 
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❶ 歩行者・自転車利用者の反射材用品の積極的な着用推進 

(1) 全ての歩行者及び自転車利用者、特に子供と高齢者は、夕暮れ時や夜間に外出する際、

運転者から発見されやすい反射材付きの衣服や靴、明るい目立つ色の衣服等の着用を心

掛けるとともに、キーホルダーやシールなど、身の回り品に積極的に反射材をつけるよ

う努める。 

(2) 関係機関・団体の職員等は、率先して反射材用品の着用に努めるとともに、家族ぐる

みでの積極的な活用を心掛ける。 

 

❷ 反射材用品の着用効果と着用促進のための広報活動の推進 

(1) 「青森県反射材大作戦」ロゴマークを活用するなど、各市町村、交通安全関係機関・

団体の広報誌等をはじめ、各種広報媒体を活用して積極的な広報啓発を推進する。                  

(2) 反射材の視認効果、使用方法等について理解を深めるため、反射材効果体感型のキャ

ンペーンや、各種イベントを通じた啓発活動に努める。 

(3) 関係機関・団体は、各種交通安全運動等の街頭啓発活動においても積極的に反射材用

品の着用効果を周知させるように努める。 

 

❸ 反射材用品の継続的な着用促進のための普及啓発の推進 

(1) 関係機関・団体及び市町村等は、世帯訪問による個別指導、高齢者等と接する機会を

利用して、反射材用品の着用が継続的に行われるような交通安全指導に努める。 

(2) 関係機関・団体及び一般企業等多様な主体の取組により、反射材用品の普及を促進す

るとともに、反射材用品販売店の拡大など、県民が反射材を入手しやすい環境を整備す

る。 

(3) 全年齢を対象とし、衣服や靴、鞄等の身の回り品への反射材の取り込みを推奨すると

ともに、適切な反射性能を有する反射材製品についての情報提供に努める。 

 運動重点に関する主な推進項目 


